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◆ 本日、与党が衆院本会議で新テロ特措法強行
　本日午後1時から開かれた衆議院本会議では、昨日の特別委員会で可決された新テロ特措法案が深谷特別委員長から報告提案されました。　採決に先だつ討論には、反対討論に民主、共産、社民の代表が立ち、賛成討論には自民、公明の代表が立ちました。
民主党の田島議員は、6年間の海自による給油活動に敬意を表明するとしながら、①アフガン、イラク、海上阻止活動の米艦船への給油が70％となり、歯止めがなく600億円も税金が使われた、②給油活動は国益にかなわない、③防衛省元幹部の腐敗・隠ぺい体質は大問題、④自爆テロは最悪の状態でありテロとの戦いでは米国と違う道を選択すべき、など四点にわたって反対意見を述べました。

　日本共産党の赤嶺議員は、①新テロ特措法は憲法違反の報復戦争支援法であり米軍の任務は複数で区別できない、②テロ根絶に逆行している、戦争は新たな憎しみと暴力の連鎖を生みだしている。カルザイ政権は和平の方向を打ち出している。政府のいう民生支援と軍事支援は矛盾しており、民生支援に徹すべき。③防衛省の政官財の癒着、利権の究明こそ行うべきと指摘、最後に福田小沢会談に触れ、密室会談で自衛隊の海外派兵を恒久化する方向で一致したことは認められないと強調しました。
　自民党の西村議員は、6年間の給油活動は国際的に評価されており、日本だけが脱落できない。補給活動の一日も早い再開を。公明党の谷口議員は、日本が一国平和主義からの脱却を進めてきたし、外国からの期待も大きいなかで旧特措法の失効で給油を中断し水泡に帰すべきでなく一日も早い再開を。自公議員は民主党に対し「対案」を出すことを求めました。
　討論の後、記名投票(賛成白、反対青)に付された結果、白票327、青票128で可決されました。衆院の定員は480人で欠員がありませんので欠席議員は25人でした。

■ 参院での廃案めざし、世論を変える運動の強化を！

　衆議院では可決したものの、参議院は与野党が逆転しており、国民世論を結集してたたかうなら、否決廃案に追い込む条件と可能性はあります。各種の世論調査でも賛否が拮抗している状況にあり、参議院が選挙結果を踏まえ、民意に従って廃案にするためにも、わたしたちの運動をどれだけ広げるかがカギとなっています。まさに、わたしたち国民の運動によって政治を変え、要求を実現できる局面となっています。
◆ お茶の水駅　「9の日」宣伝、次々に署名

　憲法改悪反対共同センターの４１回目となる「９の日」宣伝が、１１月９日の昼休みにＪＲ御茶ノ水駅で18人の参加で行なわれました。全商連、農民連、民医連、全労連の代表が、憲法擁護、新テロ特措法阻止を訴えました。

　これまで同駅での署名はせいぜい３０筆前後でしたが、今回は署名板を下げた人が７人にもかわらず、大学生や高齢者が列をなして署名する状況も生まれ、憲法、新テロ特措法署名をあわせ８３筆が集まりました。行き過ぎて戻って署名する人も何人かあり、情勢の反映か参加者はこれまでと違った手応えを感じた行動となりました。
◆ 東京共同センター「９の日」宣伝・池袋

１月９日（金）昼休み、東京共同センターは池袋東口五差路で「９の日宣伝」を行い、１６団体から３４人が参加しました。

宣伝がはじまると足を止めて署名に応じる人、立ち止まって演説に聴き入る人がいて署名は憲法が３０筆、テロ特措法は２７筆が集まりました。

また、「私も署名を集めますから用紙をもらっていいですか？」と若い男性と中年の女性が署名用紙を係から数枚受け取り持ち帰りました。
◆ 全教京都　100筆ピースチャレンジャー 現在１５０人　　　　　　　　

　京都女性九条の会は、10月28日（日）京都市内のデパートの建ち並ぶにぎやかな四条河原町で新テロ特措法案に反対し、憲法九条守れの声を広げようと宣伝とパレードを行いました。75名が参加して、チラシを配りながら「憲法9条を守ろう」「新テロ特措法はいらない」と市民や観光客に訴え、署名も集めました。中学生や高校生が「憲法9条は学校で習った。憲法は変えないでほしい。戦争もやめてほしい」と快く署名に応じてくれました。ビラも650枚まきました。宣伝のあと、新しく作った3色の『9の文字』を30個もって、「憲法9条守ろう」「武力で平和はつくれない」「新テロ特措法はいらない」「日本は平和の役割を発揮しよう」「憲法９条を世界に発信しよう」と元気にシュプレヒコールをしながら、京都の町をパレードし、市民にアピールしました。
■ 全教本部　毎週金曜日の夕方駅頭宣伝　女性部は署名にかける！

　全教女性部としてのピースチャレンジャーの目標は3000人です。ボールペンもクリアファイルも人数分用意しています。埼教組では10月31日現在で105名が登録。女性部の会議だけでなく、代議員会などで訴え、男性にもチャレンジャーになってもらっています。駅頭宣伝も10回をこえ、今後も毎月あちこちの地域でやる予定になっています。全教滋賀も部長さんがいよいよ行動開始。「どこまでできるかな・・と不安もありますが、組合員拡大の課題とからめて一歩でも前へ踏み出したいと思います」と決意を述べてくれました。兵庫教組はすでに16か所宣伝・学習をしました。（個人でとりくんだのは数に入っていないそうです）チャレンジャーの登録もすすんでいます。今、行動することが大事です。
◆ 11.9全国で「憲法９条を守れ」と宣伝行動

　９日都内各地で「9の日」宣伝行動が行われました。国公労連はマリオン前、自治労連は巣鴨駅で行いました。建交労は高田馬場、全教は市ヶ谷駅で宣伝署名を行いました。
また、埼玉は県内74カ駅頭でチラシ4万枚、ティッシュ4万７千個を配布、東京共同センターは池袋東口で昼宣伝、千葉は共同センターで昼宣伝行動を実施しました。

◆ 兵庫　10.3憲法会議が総会　
   １１月３日憲法公布記念日。今年の総会を高教組会館で開催しました。『歴史の中の日本国憲法』のテーマによる記念講演で和田教授は、①近代立憲主義の成立と展開の中で、②アジア・太平洋戦争の惨害の中で、③憲法施行後６０年余の中で、と三つの歴史的視点に区分けし、改めて日本国憲法の歴史的位置と意義を解りやすく述べました。そして広汎な改憲阻止運動の構築とともに、憲法を現実化する大切さ、未来と希望をつくる運動づくりを訴えました。
　参加者の多数が、近代立憲主義の成立過程や憲法前文、憲法９条の読み方について、「良い勉強になった」と再確認の声を上げています。総会は県下でがんばる人たちを対象とする２ケ月に一回の連続憲法チューター学習講座の開催を決め、新たに和田進教授を代表幹事、上脇博之神戸学院大学教授を事務局長に選出しました。
　総会後ＪＲ元町駅前で和田進、津川知久、山内康雄３代表幹事や『とうふ連９条の会・専属バンド』のフォーク演奏をバックに２０名を超える参加で憲法宣伝・署名活動を行いました。
　短信･ホットライン　

■ ピースナイト９　集まれ９児　灯せ平和の光 
―戦争放棄・９条の大切さ考えようー

　11月16日、早稲田大学に学生が集って、９条への思いを発信します。メイン講演では作家の加藤周一さんに「老人と学生―９条をどうするか」と題して講演します。世界平和を祈る「イマジン」の音楽ステージや、学生自身が９条への思いを語ります。九条について、ひとこと言いたいと思っているあなた、ぜひ！参加してみませんか。
＊と　き：11月16日(金) 18:30オープニング　20:40エンディング
＊ところ：早大西早稲田キャンパス15号館
＊主　催：Peace Night 9実行委員会
　■ 九条と農業の大切さ訴え／ブックレット発刊
　憲法を守り、食料が安定的に供給される日本を──と訴えるブックレット「憲法九条と食料・農業」がこのほど発行された。全農協労連などが設立した農業・農協問題研究所が編集し、農林水産「九条の会」が協力した。
　農民・消費者・研究者ら16人が憲法への思いを語り、併せて九条の会事務局長の小森陽一東京大学教授が改憲の動きの現状について、暉峻衆三東京教育大学元教授が改憲と農業のかかわりについて解説した。
　「発刊に当たって」は「戦争は国民の安らかな暮らしを脅かし、食べ物とその供給の基盤である農業をいちじるしく圧迫します」と指摘し、農業と平和の大切さを訴えている。Ａ５判64ページ、頒価500円。問い合わせは同研究所・電話03-3320-4945
■ ０８年５月　「９条世界会議」　全国4か所で開催
　“世界の中で、９条を考えたい”と、国内の著名な呼びかけ人63氏や、ＮＧＯ（非政府組織）、労組、女性団体など約50団体でつくる「９条世界会議」日本実行委員会が26日、都内で記者会見し、来年5月に「９条世界会議」を開催すると発表しました。　　

「世界会議」は、5月4日に千葉・幕張メッセで7000人規模の全体会を開くのをはじめ、5、6の両日に分科会や自主企画、仙台・大阪・広島での集会を計画しています。
記者会見には、経済同友会終身幹事の品川正治さん、映画監督のジャン・ユンカーマンさんら14氏が出席。実行委員会共同代表の吉岡達也さん（ピースボート共同代表）は「国際社会にとっての九条の意味を世界と話し合う最初の機会としたい」と開催の趣旨を説明。呼びかけ人は、「日本のなかで九条の意識が高まって改憲のうねりをとめた。もう一歩踏み込んで九条を生かして戦争のない世界をつくっていくことが大事だ」（ユンカーマンさん）、「憲法は人間の視点で、戦争をやってはならないとしている。先進国の憲法にすぐ九条のようなものをもてといっても無理だが、世界の人々にどれだけ共感を得るかということのために賛成した」（品川さん）など、それぞれの思いを語りました。
30個の「９」すごい！シュプレヒコールは吉田部長









































